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東みよし町立加茂小学校令和２年度 学校評価 総括評価表

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評価（達成度と実施状況） 総合評価 今後の改善方策

確かな学 ①東みよし町スタン ①学校評価アンケートで， ①学校評価アンケートで 授 ・コロナ禍により年間 ・学習規律が緩，「

力の育成 ダード児童用「学び 「授業はよくわかる」の割 業はよくわかる」の割合は， 計画が崩れ，学習の進 んでしまうこと

の手引き ，教師用 合を，下学年，上学年とも 下学年 ％，上学年は ％ 度が早くなったことも がよくあったた」 49 38
「確かな学力の育成 に ％以上が「そう思う」 であった。学びの手引きにつ あり，時間数はクリア め，校内の学力60
に向けて」を活用し を目指す。単元終了後の通 いて機会を捉えて徹底を図っ しているものの子ども 向上委員会の活B
学力の向上に努める 常テスト（業者または徳島 ている。 月に実施した たちへのサポートが必 用し定期的な学。 1 CDT

県版）において，正答率 テスト（国語・算数）では， 要だ。 習規律調査を行80
％を目指す。 学年に差はあるものの ％ ・学校で学習したこと う。 の70 SWPBS

から ％の正答率であった をより確かなものにす 手法を用いて賞80 。

②主体的・対話的で ② ②感染予防を行いながら，グ るためには，家庭学習 賛し，定着させ授業の中で書く場面を設

深い学びを目指した ループ活動など学び合いの機 の充実が不可欠である る。定し，自分の考えをまとめ 。

授業を展開する。 会を設定した。自分の考えを 家庭と連携し，宿題の ・学習中におい表現する力を伸ばす。それ B
表現するためにノートの書き 量や内容について十分 ても のをもとに，学び合いの機会 SWPBS
方を工夫させ，日記指導にも 共通理解を図ってほし 手法を用い，学を設ける。

積極的に取り組んだ。 い。また，自主学習に 力向上に繋げ

③自ら課題を見つけ ③家庭学習について，教職員 ついてもしっかりと指 る。③家庭学習に関する指導を

たり，学習方法を考 自ら進んで家庭学習 間で話し合いを持ち，出す量 導してほしい。 ・家庭学習や自行い，

えたりして，主体的 （宿題＋自主勉強）をして や内容について共通理解を図 ・学習面も大切だが知 主学習について

に学習に取り組む態 学んでいく習慣づくりを行 った。発達段階に応じた自主 徳体のバランスのとれ 校内で検討し，

度を育成する。 う。 勉強の仕方を各学年で工夫し た子どもの育成を目指 共通理解の下指B
月に１回，教科 ている。 してほしい。 導する。ノートや

「きらきらノート賞」は続け ・コロナ禍の中で身に ・校内研修で特自主学習ノートの中から，

ており，子どもたちの励みと つけた力もあるので結 に算数の授業づ『きらきらノート賞』の掲

なっている。 果の数値のみにこだわ くりについて研示，表彰を行う。

ることなく次年度に生 修を行う。

かしてほしい。
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学校関係者評価 次年度への課題自 己 評 価
評価指標と活動計画 今後の改善方策重点課題 重点目標 評価（達成度と実施状況） 総合評価

， 「 」自尊感情 ①自尊感情を高め， 学校評価アンケートで， ①「自分にはよいところがあ ・自尊感情の育成には ・ よいところ①

コミュニ 自分に自信を持った 自尊感情に関する項目で そ る」で「そう思う」と答えた 課題は残るが，加茂小 という概念を唯「

ケーショ 子どもに育てる。 う思う」児童の割合を， 児童は ％となった 「だい の や人権教育によ 一無二のオンリ60 49 C KSP。

ン力の育 ％以上にする。 たいそう思う を含めると り一定の効果は見られ ーワンと捉えさ」 75
成 ％となる。 る。 せ，自分らしさ

②気持ちのよいあい ②学校評価アンケートで， ②「自分からすてきなあいさ ・子どもたちを大切に を良さと捉えら

さつや返事を交わし すてきなあいさつをする つをするは ％「元気な声 するという意味では誉 れる働きかけを，「 」 55
お互いの存在を認め 「元気な返事をする」の割 で返事をする」は ％とな めることが重要である 行っている。46 B 。

合う。 合を ％と ％以上にす った。日頃の活動ではあいさ が，学校だけではなく ・学校での人権70 65
る。 つ運動は盛り上がり，子ども 家庭でも同じような誉 教育の取組をし

たちなりに成果を感じている めることに取り組むべ っかりと家庭へ

KSP③認め合い，励まし ③児童用アンケートの「あ ③「あったかことばを使って きである。 啓発する。

合うあたたかい学級 ったかことば」に関する項 あたたかい行動がとれてい ・普段の学校生活の取 の取組について

集団，学校づくりを 目で そう思う の割合を る」は ％となっている。 組で人権意識の涵養を も家庭へフィー「 」 ，50 36
進める。 ％以上にする。 学校評価保 保護者アンケートの「望まし 目指していただきたい ドバックし、家。

護者アンケートで望ましい い人間関係の育成」に関する ・子ども間のトラブル 庭でも誉めてもC
人間関係の育成に関する項 項目では「そう思う」の割合 の早期発見や対応に努 らえ機会を作

目の そう思う の割合を は ％となっている。 めていることを続けて る。「 」 50 33
％以上に増やす。 いただきたい。

特別支援 ①学校全体でポジテ ①子どもたちの望ましい行 ①全体での共通理解を図りな ・校内での共通理解の ・ につSWPBS
教育の充 ィブ行動支援に取り 動，期待される行動につい がら学期ごとにプロジェクト 下での の取組は継 いては次年度もKSP
実 組む。 ての共通理解を図り，かも に取り組んだ。高学年中心の 続的な指導により子ど 継続して行う。

っ子スマイルプロジェクト 活動では子どもたちは積極的 もの成長として表れて マンネリ化が起A
に取り組む。 に取り組み，望ましい行動が いる。 こらないように

とれるようになっている。 ・教員間での共通理解 形態や方策を変

②学力向上に向けて ②大学教授のコンサルテー ②特別支援教育相談課の支援 がきちんとなされてい えていきたい。

のポジティブ支援の ションを得て，基礎的学習 のもと，コンサルテーション ることがよい結果に繋 ・落ち着いてい

研究を進める。 の活用力をアップさせる。 を行い子どもの望ましい行動 がり，自己肯定感にも る学級がある一

を引き出してきた その結果 繋がっていくだろう。 方，ポジティブ。 ， B
授業態度も改善され，学級全 ・支援が必要な子がた 行動支援が有効
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体の学力向上に繋がってい くさんいることに驚い に機能しない児

る。 た。協力できることが 童もいる。特別

③一人一人のつまず ③校内での定期的な支援委 ③月に一度の支援委員会プチ あれば協力したい。 支援教育相談課

きやニーズに対応し 員会を開催し，学習や生活 の開催により，個々の支援ニ と連携し，コン

た支援の在り方を研 上のつまずきへの支援策を ーズを確認し，共通理解を図 サルテーションA
究する。 共通理解し，即座に実践に って取り組むことができた。 を受け，改善を

繋げる。 また，必要に応じてケース会 目指す。

議を行い，共通理解を図って

学校全体での取組に繋げた

学校関係者評価 次年度への課題自 己 評 価
評価指標と活動計画 今後の改善方策重点課題 重点目標 評価（達成度と実施状況） 総合評価

外国語・ ①英語に慣れ親しみ ①外国語と外国の文化に親 ①「 」には英 ・様々な工夫により外 ・次年度も校内English Monday
外国語活 教育を充実させる。 しむ活動を充実させるとと 語で挨拶を交わす取組を行っ 国語学習が行われてお 全体で外国語，

動の推進 もに，外国語教育の環境づ た。また朝の放送の文言を英 り感心した。実際の子 外国語活動の充

くりに取り組む。 語で行うとともに放送で使う どもの放送も素晴らし 実に取り組みたB
音楽を洋楽に変え，英語のリ い。 いと考えてい

ズム感や発音を体感すること ・日本文化等との比較 る。

ができた。 については，これまで ・東みよし町が

②日本文化と外国の ②日本の伝統文化や習慣に ②放課後子ども教室での和楽 加茂小が で実践し 進める英語教育CS
文化について，両者 親しむ機会をもつとともに 器の体験や阿波踊りを通し たことが使えるのでは 活動に活用可能，

の良さが理解できる 外国の文化や生活様式（あ て，日本文化や郷土の芸能に ないかと思う。活動し な組織や人材を

教育を充実させ，多 いさつ）の体験を行い，互 親しみを持つことができた。 た写真や児童の話など 使った取組を計C
様性を受け入れるこ いの文化を認め合う活動を 異文化への交流はコロナ禍の のツールを活用すると 画していく。

とのできるようにす 進める。 ためほとんど実施できていな よい。

る。 い。

コミュニ ①学校運営協議会の ①学校の実情や児童の実態 ①実際には 月からの本格 ・町内を含め 活動 ・活動がマンネ10 CS
ティ・ス 充実と学校支援隊の に応じた活動内容について 的な活動となった。また， は見直しが必要な時期 リ化しているも1
クール， 活動の活性化を図る 検討し，実践する。 月以降は感染状況を見ながら ではないか。学校には のや意義がなく。 B
幼小中連 活動を制限して行った。 不可欠な事業であるが なっている活動，

携，小中 ②三加茂学園構想お ②幼，小，中はもちろん， ②十分な連携はとれていない 学校教育に必要な内容 があるため，年，

一貫教育 よび連携カリキュラ 首長部局をはじめ様々な関 が，支援隊の方や社会福祉協 教職員の業務支援とな 間計画を見直
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の推進 ムを生かした取り組 係機関との連携を強化して 議会，染香房などと連携を深 る活動が理想である。 し､活動の整理B
みを積極的に進める 地域全体で子どもを育む体 め，子どもの学びを広げ深め ・超過勤務にならない を行う。。

制づくりを進める。 る工夫ができた。 ように業務改善を行い ・子どもにとっ

③業務改善を進め， ③保護者，地域の方々の理 ③ 働き方改革に関する項目 ながらも保護者が気軽 て有意義な活「 」

子どもたちと向き合 解・協力を得ながら働き方 では，取組を周知している割 に相談できる体制も整 動，業務の軽減

う時間や教材研究す 改革について周知を図り， 合は 評価 評価合わせて えてほしい。 に繋がる活動をA B ，

る時間を確保する。 保護者アンケートの「働き ％であった。留守番電話 ・校種間の交流を有効 教育課程と繋げ81 C
方改革に関する項目」のそ の推進や定時退庁への呼びか に活用し，子どもの自 て年間計画を作

う思う，だいたいそう思う けなど課題が残る。教職員ア 主性の育成に取り組ん 成する。

割合を ％以上に増やす。 ンケートでも達成率は ％ でほしい。 ・教職員への研90 78
にとどまっている。 修を行う。


